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健
診
受
診
は

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

40
代
・
50
代
の
男
性
！

健
診
に
い
き
ま
し
ょ
う
！

が
ん
検
診
は

国
東
市
民
で
あ
れ
ば

受
診
で
き
ま
す
。

が
ん
検
診
を
　

受
け
ま
し
ょ
う
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特定健診受診状況（女性）
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平成20年度：47％
平成21年度：50％

特定健診の受診率の目標値

特定健診受診状況（男性）

国東市の主要死因別死亡の状況（平成19年）

悪性新生物
25.9％

悪性新生物
25.9％

悪性新生物
25.9％

心疾患
19.4％
心疾患
19.4％

脳血管疾患
10.8％

脳血管疾患
10.8％

肺炎
13.6％

不慮の事故 3.2％
腎不全 2.0％

慢性閉塞性肺疾患 1.8％
自殺 2.2％
糖尿病 1.4％
高血圧性疾患 0.4％
肝疾患 0.6％
老衰 2.8％
喘息 0.6％ 大動脈瘤及び解離

 0.2％
その他
15.2％
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なかなか減
らない

３大死因

　

上
の
グ
ラ
フ
で
お
わ
か

り
の
よ
う
に
、
国
東
市
の

死
因
の
第
１
位
は
「
悪
性

新
生
物
（
が
ん
）」
で
す
。

　

こ
の
順
位
は
、
長
年

変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

死
者
数
も
減
っ
て
い
ま
せ

ん
。
が
ん
は
早
期
発
見

が
予
防
の
基
本
で
す
。

　

年
に
一
度
は
が
ん
検
診

を
受
診
し
、体
の
総
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

住
民
健
診
の
中
で

は
、
特
定
健
診
（
メ
タ

ボ
健
診
）
と
が
ん
検
診

を
同
じ
日
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
日
程
も
あ
り

ま
す
の
で
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　国東市の平成20年度の受診
者の状況は左の図のとおりで
す。
　市の受診率の目標は47％で
した。全体では48.8％と目標
を達成しています。
　しかし、図のように40代・
50代の受診率は目標を大きく
下回っています。特に男性の受
診が少ないようです。
　40代・50代は健康管理の面
から見ても、いろいろな生活習
慣病が芽を出しはじめる時期で
す。多忙な年代で「健診どころ
ではない」という声も聞きます
が、自分のため、家族のため、
健診を受け、健康管理に役立て
ましょう。

　国東市は、三大疾患（悪性新生
物・脳血管疾患・心疾患）での死
亡が約６割を占めています。
　脳血管疾患・心疾患は、生活習
慣病（高血圧・糖尿病・脂質異常
症など）が原因です。これらの病
気を引き起こす原因がメタボリッ
クシンドロームです。

国東市の健康診断の
受診状況

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
「
特
定
健
診
（
メ

タ
ボ
健
診
）」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

国
東
市
で
も
同
様
に
、
各

地
域
を
巡
回
す
る
「
住
民
健

診
」・
各
健
診
機
関
に
委
託

し
て
行
う「
人
間
ド
ッ
ク
」・

市
内
医
療
機
関
で
の
健
診
の

中
で
、
こ
の
特
定
健
診
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
で
は
、
が
ん
検
診
や

結
核
の
検
診
も
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
21
年
度
も
、
多
く
の

方
が
健
診
を
受
け
、
病
気
の

早
期
発
見
・
生
活
習
慣
の
改

善
に
役
立
て
、
六
郷
の
里
に

健
康
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、

保
健
師
・
栄
養
士
一
同
応
援

し
て
い
き
ま
す
。


